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【研究テーマ】 

1. 原発性胆汁性肝硬変の疾患感受性遺伝子の同定 

2. 原発性胆汁性肝硬変の重症化感受性遺伝子の同定 

3. 真菌 Candida glabrataの病原遺伝子の同定 
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【学会発表】 

B 国内学会 
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1. 福田沙耶香，佐藤加代子，岩本英子，安次嶺渚，稲嶺達夫
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低下させる. 第 130回日本薬学会年会 2010年 3月 28～30日 (岡山) 
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和弘：IRF5 はクローン病の疾患感受性遺伝子である. 第 27 回日本薬学会九州支部大

会 2010年 12月 11日～12日 (長崎) 

 

 

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 3編 （邦文） 1編 

総説  （欧文） 0編 （邦文） 0編 

著書  （欧文） 0編 （邦文） 0編 

紀要  （欧文） 0編 （邦文） 0編 
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